
 

 

 

№  

 17 

項目 

 中期的な財政見通しの策定 

担当課 

財政課 

 

実施目的 

市民サービスを安定的に提供するために今後の財政の見通しを策定し、計画的な財政運営

を行うとともに、公共施設等の老朽化による維持管理・更新費用の増大に対応した財政計

画を作成する 

 

取組概要 

翌年度以降３年間の財政見通しの公表 

公共施設マネジメントにおける将来的な財政見通しの作成 

 

見込まれる効果 成果指標 

計画的な財政運営 財政指標の改善における目

標値 

 

実 施 内 容 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度  

 

・財政見通しの公表 

 

・公共施設マネジメントにおける

将来的な財政見通しの作成 

 

 

実施 

 

実施 

 

 

 

 

 

 

  

４ 財政基盤の強化 

（１）計画的な財政運営 

行財政再構築推進委員会 

資料２ 平成 28 年９月 28 日  

 



 

 

 

№  
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項目 

 地方公会計制度の推進 

担当課 

財政課・会計課・全課 

 

実施目的 

統一的な基準による財務書類の整備と資料作成及び活用 

 

取組概要 

複式簿記の実施（期末一括方式） 

コスト情報とストック情報の把握 

財務会計システムの更新 

日々仕訳の導入 

 

見込まれる効果 成果指標（望ましい水準） 

中長期的なコストを（減価償却費や退職給付引当金繰入額

等）意識した予算編成 

公共施設マネジメントに備えた実効性のある予算編成 

財政調整基金 35 億円 

公共施設整備基金 25 億円 

職員数   

 

実 施 内 容 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度  

 

・複式簿記の導入 

 

・財務会計システムの更新 

 

・日々仕訳の導入 

 

 

実施 

 

  検討   

 

  検討 

 

 

 

  検討 

 

  検討 

 

 

 

    検討  

 

 検討 

 

 

 

 

    実施 

 

  実施 

 

 

４ 財政基盤の強化 

（１）計画的な財政運営 



 

 

 

№  
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項目 

 財政指標の改善 

担当課 

財政課 

 

実施目的 

中期的な観点から財政指標の改善に努め、安定的・計画的な財政運営を図る 

 

取組概要 

事務事業の見直しなどにより経費の節減に努め、経常収支比率の改善を目指す 

効率的な財政運営を図り財源が確保された際には、基金の充実、債務総額の抑制に努める 

 

 

見込まれる効果 成果指標（望ましい水準） 

財政構造の弾力性の確保が図られる 経常収支比率 80%台 

基金残高 

財政調整基金 35 億円 

公共施設整備基金 25 億円 

 

 

実 施 内 容 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度  

 

・財務指標の改善 

 

 

実施 

 

 

 

  

 

４ 財政基盤の強化 

（１）計画的な財政運営 



 

 

 

№  
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項目 

 国保財政の健全化 

担当課 

保険年金課 

 

実施目的 

平成 30 年度からの国保の財政運営の責任主体が都道府県になることから、国保制度の安定

化に向けた計画的な財政運営を行い、経営基盤の強化を図る 

 

取組概要 

国保の制度改革による確実な財源の確保と一般会計繰入金（法定外繰入金）の縮小 

東京都の国保運営方針（都内の統一的方針）と連動させる 

 

見込まれる効果 成果指標 

健全な財政運営を行うことで、国民皆保険を支える国保制度

の安定と市民サービスの持続的な提供に繋がる 

一般会計繰入金の削減額 

 

実 施 内 容 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度  

 

・保険税率の改定 

 

 

検討 

 

実施 

 

  

 

４ 財政基盤の強化 

（１）計画的な財政運営 

 



 

 

 

№  
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項目 

 市内産業の育成 

担当課 

産業振興課 

 

実施目的 

産業の活性化と創業支援や産業育成支援による雇用の創出を図る 

 

取組概要 

市内産業活性化に向けた施策の実施（小平市産業振興基本計画・小平市農業振興計画の策

定など） 

創業支援や産業育成支援の実施 

就労支援の実施 

 

 

見込まれる効果 成果指標 

市内産業の多様化による地域経済の活性化 法人市民税調定額（資本金 1

億円以下） 

創業支援件数 

就労支援のための講習会参

加者数 

 

実 施 内 容 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度  

 

・市内産業活性化に向けた施策の

実施 

 

・創業支援や産業育成支援の実施 

 

・就労支援の実施 

 

 

計画策定 

 

 

 

実施 

  

 

 

 

 

 

 

実施 

実施 

４ 財政基盤の強化 

（２）自主財源の確保 



 

 

 

№  
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項目 

市税・国民健康保険税の徴収率向上対策の実

施 

担当課 

収納課 

 

実施目的 

市税・国民健康保険税の徴収率を向上させ、税負担の公平性及び税収入を確保すること 

 

 

取組概要 

「小平市税等徴収基本方針」及び「小平市税等徴収率向上対策」を策定し、徴収率の向上

対策を実施する 

 

 

見込まれる効果 成果指標 

税負担の公平 

税収入の確保 

徴収率 

(毎年度予算で見込む徴収率以上) 

 

実 施 内 容 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度  

 

・市税・国民健康保険税の徴収率

の向上対策 

 

 

実施 

 

 

 

 

  

 

４ 財政基盤の強化 

（２）自主財源の確保 



 

 

 

№  

 23 

項目 

介護保険料の収納率向上対策の実施 

担当課 

高齢者支援課 

 

実施目的 

介護保険料の収納率を公共させ、保険料負担の公平性及び保険料収入を確保すること 

 

取組概要 

催告書送付を年 4 回、督促状を納期限日の約 20 日後に送付し、滞納状況を告知する 

現年度分に対しては、早めの納付催告により長期滞納の防止に取り組み、滞納繰越分に対

しては、所得段階の高い高額滞納者等、納付の可能性が高い滞納者に対し重点的に行う 

 

見込まれる効果 成果指標 

保険料負担の公平 

保険料収入の確保 

介護保険料収納率 

(毎年度予算で見込む収納率以上) 

(現年分 98.2% 滞納繰越分 15.1% 

全体 96.1%） 

 

実 施 内 容 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度  

 

・介護保険料の収納率の向上対策 

 

 

 

実施 

 

 

 

 

 

 

  

 

４ 財政基盤の強化 

（２）自主財源の確保 



 

 

 

№  
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項目 

 受益者負担の適正化（使用料・手数料の見

直し） 

担当課 

財政課・行政経営課 

 

実施目的 

受益者負担の原則を明確にすることにより、適正な負担を目指す 

公共施設マネジメントにおける維持管理費の適正化を図る 

 

 

取組概要 

実現に向けた検討・実施 

施設の維持管理費などコストを公表して利用者の負担を定期的に見直す仕組みを検討する 

 

見込まれる効果 成果指標 

使用料確保により施設の維持を図る  

 

実 施 内 容 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度  

 

・受益者負担の適正化 

 

 

検討 

 

  実施 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 財政基盤の強化 

（２）自主財源の確保 



 

 

 

№  
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項目 

 保育料の見直し 

担当課 

保育課 

 

実施目的 

保育の質・量を確保しながらの保育園待機児童の解消を図る 

 

取組概要 

平成 27 年度に改定した保育料の見直しを図る 

 

 

 

見込まれる効果 成果指標 

保育需要に応えながら持続可能なサービス提供を進める 

 

保育園待機児童者数 

 

実 施 内 容 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度  

 

・保育料の見直し 

 

検討 

 

検討 

 

条例改正 

 

実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 財政基盤の強化 

（２）自主財源の確保 



 

 

 

№  

26  

項目 

 学童クラブ使用料の見直し 

担当課 

子育て支援課 

 

実施目的 

学童クラブ事業の運営の安定化 

 

取組概要 

平成１３年度に改定した学童クラブ使用料の見直しを図る 

 

 

見込まれる効果 成果指標 

今後も増加する学童クラブ事業の運営費に対応する 学童クラブ登録児童者数 

 

実 施 内 容 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度  

 

・学童クラブ使用料の見直し 

 

検討 

 

条例改正 

 

実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 財政基盤の強化 

（２）自主財源の確保 



 

 

 

№  
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項目 

 財産の有効活用の促進 

担当課 

財産管理課 

 

実施目的 

自主財源の確保を図る 

 

取組概要 

国から一括譲与を受けた法定外公共物の処分など、公有財産のうち、利活用が見込めない

ものについては、引き続き売払いを行っていくとともに、財産貸付などの手法も取り入れ

財源の確保を図る 

 

見込まれる効果 成果指標 

歳入の確保が見込まれる 財源確保額 

（目標）1 千万円/年 

 

実 施 内 容 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度  

 

・公有財産の売払い及び貸付 

 

実施 

 

 

 

  

 

 

 

４ 財政基盤の強化 

（２）自主財源の確保 

 



 

 

 

№  
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項目 

 スクラップアンドビルドの徹底 

担当課 

財政課・政策課・行政経営課 

 

実施目的 

限られた財源、人員の中で新たな行政需要に対して行政サービスの向上を図るとともに事

業の選択と集中を進める 

 

取組概要 

予算編成時に各担当課にスクラップアンドビルドの徹底を図る 

実行プログラムを検討するにあたり、スクラップの視点を打ち出す 

 

見込まれる効果 成果指標 

行政ニーズの変化に対応した新規予算の実施の可能となる 歳入確保と歳出削減額 

 

実 施 内 容 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度  

 

・スクラップアンドビルトの徹底 

 

 

実施 

 

 

 

  

 

 

４ 財政基盤の強化 

（３）歳出削減策の実施 



 

 

 

№  

 29 

項目 

外郭団体の経営改善の要請 

担当課 

文化スポーツ課・生活支援課・

高齢者支援課 

 

実施目的 

小平市文化振興財団や小平市社会福祉協議会、シルバー人材センターについて、公共サー

ビスの担い手として運営を支援するとともに、収入確保の取組を促し、自立的な経営の実

現を図る 

 

取組概要 

小平市文化振興財団の運営費用の一部を補助し定期連絡会により事業の進行管理に努める 

インターネット予約の周知 

小平市社会福祉協議会の寄付金や募金の確保への支援、収益事業の取り組みへの推進の要

請 

シルバー人材センターの会員増強活動等の支援、会員の就業拡大、及び事業拡大の推進の

要請 

 

見込まれる効果 成果指標 

市民サービスの向上及び効果的かつ効率的な経営の実現 

高齢者の雇用確保及び介護予防への寄与 

自主事業入場者数・開館日数 

会員数・就業率・契約金額 

 

実 施 内 容 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度  

 

・効率的な経営と運営の支援 

・小平市文化振興財団 

・小平市社会福祉協議会 

・シルバー人材センター 

 

 

 

実施 

実施 

実施 

 

 

 

 

  

 

４ 財政基盤の強化 

（４）外郭団体の経営改善 


